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要 約 2005～2008年にブータン王国で実施してきた食用野生植物に関する調査に引き続き，2009年５月

にブータン王国東部および南東部の農村６か所および都市部の市場2か所等において調査を実施した。こ

の結果，食用野生植物として45科78種の種子植物と３科８種のシダ植物を確認できた。聞き取り調査の結

果，これら食用野生植物の中には健康効果および禁忌が信じられているものがあった。また，ラン科の

Calanthe plantagineaとスズラン科の Tupistra wattiiが，いずれも現地でWangpeimという同じ呼称が

使われており，同名異種もしくは呼称が混同されている可能性が高い。

キーワード：健康効果，食用植物，伝統知識，野生植物，ブータン王国，同名異種

は じ め に

筆者らはブータン王国において食用利用されてい

る野生植物について，その植物種を明らかにすると

ともに，各地域で信じられている健康効果等の伝統

的知識を収集するために，2005年４月に同国西部，

南部地域で ，2006年４月に東部地域

で ，2007年７月に西部地域で ，

2008年10月に南西部，北西部地域で 調査を行

ってきた。この結果，確認された食用野生植物のう

ち種子植物は，2005年の調査で21科30種 ，2006年

の調査で25科47種 ，2007年の調査で19科26種 ，

2008年の調査で33科66種 に及び，ブータン王国で

の野生植物の食用としての多様な利用状況が明らか

になった。さらに，これら食用野生植物の中には，

健康効果や禁忌が信じられているものがあることも

確認された。しかしながら，これらの調査はブータ

ン王国の全ての地域を網羅して行われたものではな

く，限られた地域での調査であったため，同国の食

用野生植物についてより広く詳細に明らかにするた

めには，これまでの調査空白地域における調査が必

要である。

このため，2009年は５月にブータン王国東部およ

び南東部の未調査地において，これまでと同様に信

州大学と同国農業省RNR-Research Centerの共同

で食用の野生植物資源に関する第五次調査を実施し

た。本報ではこの調査結果について報告する。

調査地および調査方法

調査は，2009年５月７日から17日の間に実施した。

各調査地において住民もしくは市場の販売員より野

生植物利用についての聞き取り調査（現地名，可食

部，信じられている健康効果，収穫・利用時期，利

用法（本報では省略）など）を行うとともに対象植

物の標本を採取した。

調査地をTable１およびFig.１に示した。ブー

タン王国のLhuntse県 Gangzur郡の Jang村，

Trashi Yangtse県 Bomdeling郡のDungzuma村，

Samdrup Jongkhar県 Deothang郡のNgalangsh-

ing村，Domphu村およびMartang村，Pemagat-

shel県 Shumar郡のGamung村の各農村において

農家を訪問して調査を行った。また，首都Thim-

phuおよび国際空港のあるParoの定期市において

も調査を行った。

調査対象となった植物は文献 など

により同定を行うとともに，採取した植物標本をブ

ータン王国農業省National Biodiversity Centerに

寄託し，同施設に同定を依頼した。さらにシダ植物
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については国立科学博物館筑波実験植物園に写真に

よる同定を依頼した。

結果および考察

１．種子植物資源

本調査において確認された食用の野生種子植物は

45科78種にのぼった（Table２およびFig.２～87)。

ただし，この中には，種の同定には至らず，科まで

確認できたもの２種，亜科まで確認できたもの１種，

属まで確認できたもの18種，全く同定ができなかっ

たもの５種が含まれていた。さらに，今回は花器形

態等の種を同定するキーキャラクターとなるべき器

官の観察ができなかったため正確な同定ができなか

った植物（Table２の種名に「 」を付記もしくは，

考えられる種名を二種併記）も６種あったことから，

種の確認については引き続き進める必要がある。ま

た，今回の調査およびこれまでの調査において，ラ

ン科の Calanthe plantagineaと同定された植物とス

ズラン科の Tupistra wattii（Fig.59）と同定された

植物が，いずれも現地の言語であるゾンカ語で

Wangpeimという同じ呼称が使われている場合が

あった。後者についてはKhagten（苦いの意）と

いう呼称で呼ばれ区別されている場合もあったが，

両種とも平行脈の葉を持つ比 的類似した形態の植

物体であることから，同名異種もしくは呼称が混同

されている可能性が高い。今回，Trashi Yangtse

県 Bomdeling郡のDungzum村での聞き取り調査

では， 両種は類似しているもののKhagten

（Tupistra wattii）は根部だけが利用されWan-

gpeim（Calanthe plantaginea）は花序も食用にな

るので区別できる」とされた。ただし，これまでの

調査で，Khagtenの花序を利用するという聞き取

り調査の結果も得られていることから ，この両種

については，今後もより詳細な調査が必要である。

2008年の調査では33科66種 の種子植物の食用利

用が確認され，それ以前の2005年～2007年の各年次

の調査 より多くの野生種子植物種の食用利用

が明らかになった。しかし，今回の調査で確認でき

た食用で野生の種子植物は45科78種とさらに多かっ

た。特に南部の Pemagatshel県 Shumar郡 の

Gamung 村 で は30種，Samdrup Jongkhar県

Table 1. Surveyed sites and dates of survey in May,2009.

No. Date  District

(Dzongkhag)

City/Town

(geog)

Village  Altitude

(m)

Site

 

1  7 May. Lhuntse  Gangzur  Jang  1820  Farming village
 

2  9 May. Trashi Yangtse  Bomdeling  Dungzum  1940  Farming village
 

3  11 May. Samdrup Jongkhar  Deothang  Ngalangshing  839  Farming village
 

4  11 May. Samdrup Jongkhar  Deothang  Domphu  916  Farming village
 

5  11 May. Samdrup Jongkhar  Deothang  Martang  629  Farming village
 

6  12 May. Pemagatshel  Shumar  Gamung  1323  Farming village
 

7  16 May. Thimphu － － 2400  Market
 

8  17 May. Paro － － 2270  Market

 

Fig.1 Map of survey area in Bhutan,2009.

For area number,refer to Table 1.
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Deothang郡のDomphu村では24種と多くの野生植

物が食用利用されていることが明らかになった。

また，聞き取り調査の結果，これら食用野生植物

の中には健康効果が信じられているものがあった。

キツネノマゴ科の Phlogacanthus thyrsiformis（Fig.

３）の蕾や若い花は，その苦みに解熱作用があると

され，ノウゼンカツラ科のOroxylum indicumの生

の花は体の痛みの軽減，干した花は傷を癒すとされ

た。グミ科の Elaeagnus parvifolia（Fig.23）の果

実は下痢に，トウダイグサ科の Phyllanthus emb-

lica（Fig.35）の果実は風邪や咳に，樹皮は傷の痛

みや咳に効果があるとされていた。スズラン科の

Tupistra wattii（Fig.59）の根は体の痛み，咳，風

邪，頭痛に，イラクサ科の Girardinia diversifolia

（Fig.67）の葉や花は関節痛や高血圧にそれぞれ効

果があると信じられていた。一方で食用時の禁忌も

いくつかの植物種で信じられており，ネギ科のAl-

lium属の一種（Fig.６）は，関節痛，腰痛，腫れ

物のある人は食べない方が良い，サトイモ科の

Colocasia属の一種（Fig.16）は，関節痛や便秘の

人は食べない方が良い，シソ科の Pogostemon
 

amaranthiodes（Fig.39）は潰瘍のある人は食べな

い 方 が 良 い，ク ス ノ キ 科 の Parasassafras
 

confertiflora（Fig.41）の種子から搾油した油は食

べ過ぎると下痢をする，ドクダミ科のHouttuynia
 

cordata（Fig.61）は風邪を引いている人，胸の痛

み，咳，熱がある人は食べない方がよい，などの禁

忌が信じられていた。

２．シダ植物資源

シダ植物については，３科８種の利用が確認でき

たが，そのうち２種については属までの確認にとど

まり，４種については正確な同定ができなかったた

め（Table２の種名に「 」を付記)，引き続き，

種の同定を進める必要がある。今回食用利用が確認

できたこれらシダ植物については，すべて日本のワ

ラビ，ゼンマイと同様に若い葉を利用するものであ

った。このなかで，現地でDhoenzhima（Fig.85）

またはChong dhi（Fig.84）と呼ばれるイワデンダ

科の Diplazium属の一種は，可食部である若い葉

の中肋が毛状の鱗片に覆われ，地際部からの高さが

約25～35cm程度で中肋の直径が約1.8～2.0cmと，

これまで食用として確認された他のシダ植物の可食

部よりも大きく，これまでの調査では見られなかっ

た種であった。

シダ類の場合は，食用にすることで得られる健康

効果については特に信じられておらず，また，信じ

られている禁忌についてもイワデンダ科の Dipl-

azium esculentum（Fig.78）について，よく洗わ

なければ下痢を引き起こすので注意するべきである

といった程度であった。

以上のように，今回の調査により，種子植物およ

びシダ植物を合計して38科87種の植物種がブータン

東部および南東部で食用利用されていることが明ら

かになった。しかし，この中には同定に至っていな

い植物もあることから，さらに詳細な調査が必要で

ある。また，本五次調査までによりブータン国内の

広い範囲での調査が実施できているが，最南西部の

Samtse県および南部のSarpang県では未だ調査を

実施していないことから，今後はこれら地域での調

査を行い，ブータン全土を対象とした網羅的な調査

結果としてまとめていくことが必要である。さらに，

これら植物種の人間に対する健康効果や禁忌につい

ても，本報では聞き取り調査の結果をまとめためも

のに留まっていることから，今後はさらにそれら効

果についての科学的評価や要因物質の特定も必要で

ある。
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Investigation on Wild Edible Plants and their Traditional Knowledge
 

in Eastern and South-Eastern Bhutan
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Summary
 

To clarify the edible wild plant resources in Bhutan and to reevaluate traditional knowledge of their
 

effect on human health,a survey was carried out in 6 farming villages and 2 urban markets by researchers
 

of Shinshu University and Ministry of Agriculture,Bhutan,in May 2009.A total of 78 edible wild plant
 

species belonging to a total of 45 families of Magnoliophyta was determined.A total of 8 edible wild plant
 

species belonging to a total of 3 families of Pteridophyta was also determined.Some of the wild edible
 

plants are purported to affect human health functionally and to be contraindicated for certain conditions.

Calanthe plantaginea that belonging to Orchidaceae and Tupistra wattii that belonging to Ruscaceae are
 

both called as“Wangpeim”.It is considered that homonym or the name is confused.

Key word:effect on human health,edible plant,traditional knowledge,wild plant,Bhutan,homonym
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Fig.2 Justicia adhatoda  Fig.3 Phlogacanthus thyrsiformis ?

Fig.4 Saurauia nepaulensis  Fig.5 Allium hookeri

 

Fig.6 Allium sp.(Manma) Fig.7 Allium sp.(Matma)
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Fig.8 Amaranthus lividus  Fig.9 Amaranthus spinosus

 

Fig.10 Amaranthus sp. Fig.11 Celosia argentea

 

Fig.12 Acronema sp. Fig.13 Oenanthe javanica
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Fig.14 Amorphophallus nepalensis  Fig.15 Colocasia esculenta

 

Fig.16 Colocasia sp.(Ngaling) Fig.17 Colocasia sp.(Ngung Bozong)

Fig.18 Calamus acanthospathus  Fig.19 Calamus sp.
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Fig.20 Plectocomia himalayana  Fig.21 Asparagus racemosus

 

Fig.22 Cirsium sp.? Fig.23 Thlaspi arvense

 

Fig.24 Brassicaceae sp. Fig.25 Viburnum cylindricum
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Fig.26 Stellaria sp. Fig.27 Chenopodium album

 

Fig.28 Commelina sp. Fig.29 Dioscorea hispida ?

Fig.30 Dioscorea sp.?(Phantang) Fig.31 Diospyros lotus
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Fig.32 Elaeagnus conferta or E. parvifolia ? Fig.33 Elaeagnus parvifolia

 

Fig.34 Bridelia sp.? Fig.35 Phyllanthus emblica

 

Fig.36 Dendrocalamus hamiltonii  Fig.37 Juglans regia
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Fig.38 Mentha spicata  Fig.39 Pogostemon amaranthiodes

 

Fig.40 Cinnamomum tamala  Fig.41 Parasassafras confertiflora

 

Fig.40 Viscum nepalense  Fig.41 Melastoma normale

 

71松島ら：東・南東ブータン食用野生植物調査



Fig.42-1 Ficus oligodon (Leaves) Fig.42-1 Ficus oligodon (Fruit)

Fig.43 Ficus semicordata  Fig.44 Moringa oleifera

 

Fig.45 Musa sikkimensis  Fig.46 Myrica esculenta
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Fig.47 Fraxinus floribunda  Fig.48 Cymbidium erythraeum

 

Fig.49 Orchidaceae sp. Fig.50 Phytolocca acinosa

 

Fig.51 Piper sp. Fig.52 Persicaria sp.
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Fig.53 Portulaca oleracea  Fig.54 Fragaria nubicola

 

Fig.55 Rubus alexeterius  Fig.57 Rubus indotibetanus

 

Fig.56 Rubus ellipticus
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Fig.58 Ophiorrhiza sp. Fig.59 Tupistra wattii

 

Fig.60 Zanthoxylum armatum

 

Fig.61 Houttuynia cordata
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Fig.62 Smilax sp. Fig.63 Smilax sp.?

Fig.64 Solanum americana  Fig.65 Solanun turvum

 

Fig.66 Elastotema lineolatum  Fig.67 Girardinia diversifolia
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Fig.68 Laportia terminalis  Fig.69 Amomum sp.

Fig.70 Unidentified (Gheshing Yoermom) Fig.71 Unidentified (Katsirim)

Fig.72 Unidentified (Ngeng Shing) Fig.73 Unidentified (Shum Tang sey)
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Fig.74 Unidentified (Tsu tsu sey) Fig.75 Pteridium revolutum

 

Fig.76 Dryopters sp.? Fig.77 Deparia boryana ?

Fig.78 Diplazium esculentum (Laykhali,Auley) Fig.79 Diplazium esculentum (Dawey)
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Fig.80 Diplazium maximum (Kukali) Fig.81 Diplazium maximum ?(Toenku Kaling)

Fig.82 Diplazium spectabile ?(Kheshing dawey) Fig.83 Diplazium spectabile ?(Chushima)

Fig.84 Diplazium sp.(Chong dhi) Fig.85 Diplazium sp.(Dhoenzhima)
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Fig.86 Diplazium sp.(Ganga kukali) Fig.87 Diplazium sp.(Tonzhima)
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